
学校番号 ３０１ 

平成 31年度 芸術[音楽] 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅰ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 音楽の友社「ＯＮ！１」 （音楽の友社出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

美しいものを見て聴いて、心が震える瞬間、それが芸術です。知らないからと心を閉じず、思い切

って対象に五感で触れて見てください。失敗や周囲の評価を恐れないで、積極的に授業に参加しま

しょう。「うたうこと」「楽器を演奏すること」「音楽を聴くこと」「音楽をつくること」を学習

します。音楽の世界は、広く深い。未知の部分が、多くあります。どの出会いとも、新鮮な気持ち

で、真摯に向き合ってください。きわめて人間的な、または意図的や偶然的な音と出合い、向き合

うことが目標です。 

 

 

２ 学習の到達目標 

音楽の幅広い活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、創

造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、音楽文化についての理解を深める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への関心・意

欲・態度 

b:音楽表現の創意工

夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽や音楽文化に関

心を持ち、歌唱・器楽

創作・鑑賞の学習に主

体的に取り組もうと

する。 

音楽を形づくってい

る要素を知覚し、それ

らの働きを感受しな

がら、歌唱・器楽・創

作の音楽表現を工夫

し、どのように演奏す

るか、音楽を作るかに

ついて、表現意図を持

っている。 

創意工夫を生かした

音楽表現をするため

に必要な歌唱・器

楽・創作の技能を身

につけ、創造的に表

現している。 

音楽を形作っている

要素を知覚し、それ

らの働きを感受しな

がら、楽曲や演奏を

解釈したり、それら

の価値を考えたりし

て、音楽に対する理

解を深め、よさや美

しさを創造的に味わ

ってる。 

評
価
方
法 

観察 

ワークシート 

観察 

演奏の聴取 

ワークシート 

演奏の聴取 観察 

ワークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

一
学
期 

 

【歌唱･合唱】 

日本歌曲 

イタリア歌曲 

 

 

 

 

 

 

○ ○ ○  ａ；曲種による言葉のリズムや

雰囲気・特性をを知覚し、そ

れを表現に生かそうとする。 

ｂ:息の流れを知覚し歌唱時に

意図的に実践できる。 

ｃ： 発声における人体のメカ

にズムを理解する。 

e: 他言語で演奏することによ

りより、日本語では味わえ

ない声の色合いに気づく。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

一
学
期 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

【器楽】【創作】 

 リズムアンサンブルの作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

【鑑賞】 

 オペラ・ミュージカル 

 管弦楽 

バレー 

 民族音楽（日本伝統音楽を

含む） 

 

 

 

○ ○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

a: リズムアンスコアを演奏す

る。 

b: 言葉のリズムや抑揚を生か

して創作しようとしてい

る。 

ｃ:言葉のリズムや要用をいか

して創作できる。 

d: 多様な音楽の存在を知り理

解する。 

 

 

a:音楽の構造上の特徴と美し

さとのかかわりを理解して

鑑賞する。 

b:音楽と他の芸術や文化との

係りを理解して鑑賞する。 

c:生活及び社会における音楽

や、音楽にかかわる人々の存

在意義を理解して、鑑賞す

る。 

 

 

演奏聴取 

リズム譜の

提出 

観察 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

レポート 



二
学
期 

 

【歌唱】 

 日本歌曲 

 オペラ 

 民族音楽 

 

 

 

【鑑賞】 

 日本の伝統芸能 

  能・狂言・歌舞伎 

 ○ ○ ○ a： 歌唱における美しい発音に

必要なテクニックを理解じ、実

践する。 

b：言語・民族による発声上の

差異を視覚する。 

 

a: 日本伝統芸能の声や楽器の 

特徴と表現上の効果との係り

を感じ取ろうとする。 

ｂ: 文化的･歴史的背景や、演

走者による表現の特徴に

ついて理解し鑑賞してい

る。 

ｄ: わが国や郷土の伝統お音

楽の種類や特徴について

理解し、比較検討して鑑賞

する。 

芸術鑑賞感

想文  

観察 

 

二
学
期 

 

【器楽】 

 ギター演奏 

 

 ○ ○  a: ギターの構造を理解し、イ

メージを持って楽曲を演奏

しようとする。 

b: 美しい音を出そうとする。 

c:コードネィムを理解し、演奏

する。 

 

演奏聴取 

観察 

三
学
期 

 

【歌唱】 

 校歌 

 卒業生の歌 

  

 

 ○ ○ ○ a:楽曲の表現内容を総合的に 

 理解しようとしている。 

b:様々な表現形態による歌唱

の特徴を理解する。 

c:個性豊かな歌声で、3 年間を

表現する。 

演奏聴取 

鑑賞レポー

ト 

 

※ 表中の観点について a:音楽への関心・意欲・態度   b:音楽表現の創意工夫 

c:音楽表現の技能        d:鑑賞の能力 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


